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会話のキャッチボールが
できているか

つの　 ポイント
面接官 が評価する

言語以外の印象はどうか
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言語以外の印象とは、外見（服装・表情）、声（明る
さ・大きさ）、立ち振る舞いなどを指します。心理学では、
その人の印象を決める要素のうち93％が非言語である
といわれ、入室してから第一声を発するまでの第一印
象は、その後の発言内容の評価とも無縁ではありませ
ん。清潔感ある身だしなみや、表情、話し方などトータ
ルで好印象を与えられるよう準備をしてください。

『コミュニケーション力』とひとくくりでいわれることは多いです
が、口達者でプレゼンテーションを上手にするよりも、面接官と
しっかり意思疎通することのほうが重要です。「自分が準備してき
たPRを言わなければ」という想いが前のめりになって、独演会に
なってしまうのは好ましくありません。たとえ口下手でもしっかり
と会話のキャッチボールができるよう心がけましょう。

単純に“優秀な学生が通過する”とは言 い切れないのが就職活動における面接です。 
いくら入念に準備しても、常に思い通りの パフォーマンスを発揮することは簡単ではあ 
りません。面接において企業の面接官は学 生のどういった点を評価しているのでしょうか。 
多くの面接官が受験者を評価する5つのポ イントをまとめました。これらのポイントを
常に意識することで、あなたの強みや魅力 がより一層面接官に届くはずです。

advantage?
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つの　 ポイント
面接官 が評価する

ビジネス視点を
持っているか

志望意欲は高いか

会社が期待する素養を
有しているか
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突き詰めると企業は営利を目的とし
た共同体。そこに属するということ
は、当然利益を生み出すことが求め
られます。 日本人の生涯賃金は約3

億円といわれますが、企業にとって
面接はその数億円の買い物を判断す
る場所ともいえます。 給料は貰うも
のではなく、稼ぐもの。そのような
意識を持って、自分は企業に対して
どのように貢献できるか（メリットが
あるか）イメージしてみてください。

面接が進むにつれ、問われるのは「この会社で働
きたい」と本気で思っているかどうか。 一部では
志望動機を問わない企業もあるようですが、それ
でも志望企業に対する強い想いを持つことで評価
が下がることはないでしょう。 熱意が必要なのは
もちろんですが、それに伴う行動（十分な企業研究な
ど）も必要です。「この会社でなければならない」
理由を言語化できるようしっかり準備しましょう。 

「自主的に行動ができるか」「地道な努力ができる
か」「協調性はあるか」など、多くの場合、その
企業で求められる素養が複数設定されています。 

面接官は学生が、それら素養を持ち合わせている
か面接を通じて見極めていきます。企業研究を通
じて志望企業が求めている人材像・素養を調べ、
面接の際に意識できればベストです。

単純に“優秀な学生が通過する”とは言 い切れないのが就職活動における面接です。 
いくら入念に準備しても、常に思い通りの パフォーマンスを発揮することは簡単ではあ 
りません。面接において企業の面接官は学 生のどういった点を評価しているのでしょうか。 
多くの面接官が受験者を評価する5つのポ イントをまとめました。これらのポイントを
常に意識することで、あなたの強みや魅力 がより一層面接官に届くはずです。
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